
1次要因 2次要因 3次要因 4次要因

主リップの反転

振動・衝撃

必要最低緊迫力を下回る

オイルシール漏れ 主リップからの漏れ 主リップ先端とシャフトの接触異常 クラック

スティックスリップ

偏心量の過大

異物噛込み

緊迫力の喪失

外周のゴム軟化

ハウジングの粗さ小

ハウジング内径大

シャフト摩耗の進行

回転数(周速)の過大

主リップのゴム硬化

条痕

面あれ

ブリスタ

しめしろの喪失

ポンプ量低下

シャフトにリード有

主リップやシャフトへの固着物

必要最低しめしろを下回る

主リップ先端部油膜の流れ異常

主リップやシャフトの損傷・変形

シャフトに対する主リップ追随異常

周辺圧力の影響

オイルシールの圧入不良

外周のへたり大(外径小)

外周部からの漏れ 外周とハウジングの接触異常 外周・ハウジングの損傷/変形/かじれ

ハウジングの真円度異常

オイルシール抜け(かん合力の低下)


